
特集：コミュニティ・スクール

　とある市内中学校の会議室。構成員は、学校関
係者だけでなく、地域の学習ボランティアや事業
者といった多様な顔ぶれが集まっているようです。
　会議では、校長から来年度の学校経営方針につ
いて説明や、全国学力学習状況調査結果の報告な
ど、学校に関する情報が共有されました。報告に
よると、多くの生徒が学校生活を楽しみ、夢や希
望を抱いている一方で、全国および沖縄県の平均
と比較すると、帰宅後に全く勉強しない生徒の割
合が高く、その結果として学力が平均を下回って
いるという現状が示されました。
　校長は、こうした状況を受けて、自学自習力、
すなわち自立した学習者を育成する必要性を強調
し、週に30分程度、自ら学習内容を決めて取り組
む「自学自習時間」を導入する方針を説明しました。
　これに対して、ある委員からは「子ども自身が夢
や希望というビジョンに至るために、何をすべきな

のかというプロセスがイメージできていないのでは
ないか」と発言がありました。さらに、他の委員か
らは「教室で勉強したことと、社会での動きをつな
げる必要がある。ただし、楽しく学べることが大切。
そのためには、地域の人が講師となり、楽しんで
仕事をしている姿を子どもたちに伝えることが効果
的ではないか。保護者や教師の趣味でも構わない。
自学自習時間を活用して、こうした活動を取り入れ
てはどうか」といった発言もあり、真剣な議論が交
わされました。
　このように、地域住民からの意見や提案を学校
運営に反映させる機会や仕組みを「学校運営協議
会制度」といい、これを設置している学校を「コミュ
ニティ・スクール（CS）」と呼びます。こうした学校
と地域がともに手を取りながら子どもたちの豊かな
学びと成長を支援するための協議が南城市のすべ
ての学校で展開されています。

コミュニティ・スクール CS
がつくる子どもの未来・地域の未来
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　コミュニティ・スクール（CS）は、学校と地域を
取り巻く課題解決のための仕組みで、南城市では
小学校が令和4年度から、中学校が令和5年度か
ら導入されました。
　その背景には、地域コミュニティのつながりや
支え合いの希薄化や家庭の孤立化による家庭や地
域の教育力の低下など、現代社会が抱える様々な
課題があります。
　特に、人と人とのつながりの希薄化が進むこと
で「どこの学校の子どもかわからない」「近所の大
人を知らない」といった住民同士が顔見知りでなく
なる状況が見受けられるようになりました。こうし
た希薄な人間関係が進むことは、地域での子ども
を見守る機能や、地域防災・防犯機能の面から見
てもマイナスです。これらの課題は学校だけで解
決することはますます困難な状況になってきてお
り、今後、学校と地域が連携を深めて子どもたち
を育む環境をより充実させるために地域社会が総

掛かりで取り組む必要があります。
　コミュニティ・スクールの目指すところは、学
校と地域がともに「地域全体で子どもを育てる」と
いう理念を実現することです。そのためには、ＣＳ
と一体的に取り組む地域学校協働活動への理解と
参加が不可欠です。
　この取り組みは、子どもたちだけでなく、教職員、
保護者、地域住民にとっても多くのメリットをもた
らします。例えば、教職員は地域の協力を得て教
育活動をより充実させることができ、保護者は地
域との連携を通じて子どもたちの成長を見守る環
境が整います。そして地域住民は、子どもたちと
の関わりを通じて自身のスキルや知識を活かす機
会を得られ、地域活性化にもつながります。
　学校は単なる教育の場にとどまらず、地域社会
の中心的な存在となることで、子どもたちだけで
なく、地域全体の未来を支える役割を果たします。
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● 学校運営の基本方針を承認
● 学校運営について意見を述べる
● 教職員の任用に関して意見を述べる

地域学校協働活動

学校運営協議会
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学校環境整備

授業補助
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　コミュニティ・スクールの運用により、学校
が地域づくりの核になることが期待されていま
す。例えば、人口減少が進む知念小・中学校区
の学校運営協議会では、特色ある学校づくりが
地域活性化につながるという共通認識のもと、
さまざまな取り組みが議論されています。
　具体的には、小中合同での「スポーツ祭」の開
催、校区外から通学できる特認校制度の導入、
令和8年度からスタートする小中一貫教育のあ
り方、公営塾の設立検討など、多岐にわたるテー
マが挙げられています。これらの取り組みは、
学校と地域が課題を共有し、解決に向けた方策
を一緒に考えるきっかけ作りとなっています。
　学校運営協議会と一体的に運用される地域学
校協働活動も重要な役割を果たしています。こ

の活動では、さまざまなスキルを持った地域住
民が子どもたちの学びを支えます。地域の人々
が講師となり、実際の仕事や趣味を通じて子ど
もたちに学びの楽しさを伝えることで、子ども
たちは多様な価値観やスキルを吸収します。ま
た、地域住民との触れ合いや、地域への愛着も
強まります。このような活動が、未来の地域活
性化につながる基盤を築いているのです。
　さらに、子どもたちは地域の将来を担う人材
です。地域社会の自立した基盤を構築し、将来
の持続可能な発展を実現するためには、次世代
を育てることが不可欠です。学校はその中心的
な役割を果たし、地域全体で子どもたちを支え
る環境を整えることで、地域の未来を築いてい
くのです。
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食と命のつながりを学びます。
この中から若き農業者が誕生
しますように！

農業体験

自然観察
豊かな自然を舞台にし
た学び。地域住民が
子どもたちを新しい発
見へと誘います。

伝統文化
伝統や文化を通じて
地域の歴史と誇りを
学びます。世代を超
えた交流の場にも！

ハーリー体
験

職業人
講話

斎場御嶽
自然観察

佐敷干潟観察

稲作体験

職場体験

野菜づくり

キャリア教育
やりがいと魅力いっぱいの地域
のお仕事を実感！ 子どもの夢と
重なるといいですね。

小谷まーい
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● 教職員・保護者・地域住民・子ども等の多様な意見を吸い
上げ、教育課程や学校運営の充実・改善について協議する
体制が整備されていること。

● 学校教育、社会教育や地域活動の充実・改善が協議され、
教育目標に基づく地域学校協働活動が展開されていること。

● 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、教育課程を介
してその理念を社会と共有していくこと。

南城市教育委員会では、地域と学校をつなぐ要として、地域コーディネーターやキャリア教育コー
ディネーターを配置しております。コーディネーターの皆さんは、地域と学校の橋渡し役として、
南城市の教育環境を推進するため活動しています。

コミュニティ・スクールの魅力と効果

地域とともにある学校づくりに必要なこと！

僕たちが将来の南城市を
担っていくという自覚が高
まります。みんなが僕らを
支えてくれる、そんな南城
市が大好き！

子ども

地域の皆さんや保護者どう
しの人間関係が構築でき、
地域の中で子どもたちが育
てられているという安心感
があります。

保護者 経験を子どもたちのために活
かすことが生きがいにつなが
ります。学校を中心に地域の
つながりもできて、防犯など
安心安全な生活ができます。

地域住民

地域の皆さんの理解と協力を
得られるので、より開かれた
幅広い教育が可能に。また、
子どもと向き合う時間も確保
できます。

教職員

子どもを地域で支える輪に　　　　　　　　　あなたも参加しませんか？

南城市内のボランティア活動につ
いて発信しています。ボランティ
アをやってみたい方もぜひ、右の
QRコードからご登録ください。

なんじぃ
ボランティア
公式LINE

コーディネーターの皆さん
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